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桜川市 第２次総合計画
後 期 基 本 計 画 が ス タ ー ト

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と

�

市
民
の
幸
せ
が
咲
く
ま
ち
　
桜
川

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
ま
で
、
10
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
「
桜
川
市
第
２
次

総
合
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

■
桜
川
市
第
２
次
総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
市
政
の
運
営
を
図
る
た
め

の
市
の
最
上
位
計
画
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」

と
「
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」

で
構
成
し
ま
す
。

▽�

基
本
構
想
／
ま
ち
の
将
来
像
や

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

▽�

基
本
計
画
／
基
本
構
想
に
基
づ

い
た
分
野
ご
と
の
施
策

▽�

実
施
計
画
／
基
本
計
画
に
示
さ

れ
た
施
策
に
対
応
し
た
各
年
度

の
事
業
計
画

■
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ

　

社
会
の
変
化
の
な
か
で
、
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高

度
化
に
対
応
し
市
民
の
皆
さ
ん
が

暮
ら
し
や
す
い
持
続
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
前
期
基
本

計
画
を
踏
ま
え
施
策
内
容
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
市
民
の
幸

せ
を
咲
か
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
再
編
な
ど
、
令
和
４
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
、

市
全
体
が
一
つ
と
な
り
、
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
、「
桜
川
市
第
２
次

総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

■
総
合
計
画
の
内
容

　

ま
ち
の
将
来
像
を
「
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
と
市
民
の
幸
せ
が
咲
く
ま
ち
　

桜
川
」
と
し
、
こ
の
実
現
に
向
け

て
「
共
生
」「
学
び
」「
安
心
」「
活

力
」「
快
適
」「
自
治
」
の
６
つ
の

基
本
理
念
を
政
策
の
柱
と
し
、
31

の
施
策
を
体
系
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
31
の
施
策
の
う
ち
、
政

策
分
野
を
横
断
し
て
、
優
先
的
か

つ
重
点
的
に
実
施
す
る
取
り
組
み

を
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
市
民
の
幸
せ

を
咲
か
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
再
構
成
し
、
４
つ
の
事
項
を

掲
げ
ま
し
た
。

■
後
期
基
本
計
画
とSDGs

　

SDGs

と
は
、「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」
の
略
称
で
あ
り
、
国

際
社
会
共
通
の
目
標
で
す
。
市
も

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
後
期
基
本
計
画
で
は
、
各

施
策
と
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

SDGs

の
17
の
目
標
を
紐
づ
け
て

い
ま
す
。

� ■問合先／企画課（☎ 58 -５１１１・75 -３１１１）

安全安心な暮らしの
まちづくり

生きがいを育む
学びのまちづくり

子どもから高齢者まで
健康で共生のまちづくり

基本理念
（政策）

①�消防・防災対策の充実
②�防犯・消費生活対策の推
進
③交通安全対策の推進

①学校教育の充実
②�生涯学習・芸術文化活動
の推進
③�青少年の健全育成
④�生涯スポーツ活動の振興
⑤文化財の保存活用

①�子育て支援の充実と少子
化対策の推進
②健康づくりの推進
③地域医療体制の充実
④地域福祉の推進
⑤障がい者福祉の充実
⑥高齢者福祉の推進
⑦�社会保障制度の健全運営

分野別
基本計画
（施策）

みんなで築く自治の
まちづくり

快適な暮らしの
まちづくり

活力ある産業の
まちづくり

基本理念
（政策）

①�市民協働のまちづくり
②�人権尊重のまちづくり
③�時代に合った自治体運営
④�組織経営と人事マネジメ
ントの充実
⑤�健全な財政運営の推進

①�計画的な土地利用の推進
②�景観の良い住環境の保全
③道路網の整備
④公共交通の充実
⑤下水道の整備
⑥上水道の整備
⑦�廃棄物の抑制と適切な処
理

⑧生活環境の保全

①農林業の振興
②商工業の振興
③観光の振興

分野別
基本計画
（施策）

3 安心

6 自治

2 学び

5 快適

1 共生

4 活力

まちの
将来像

そっと差し伸べら
れた手、温もりと
やさしさに包まれ
たまちづくり

降り注ぐ太陽のよ
うな眩しくきらめ
くまちづくり

ヤマザクラと市民の幸せを咲かせる
プロジェクト

風を感じたくなる
居心地よいまちづ
くり

ヤマザクラの歩み
とともに、夢が語
れる、歴史が語れ
るまちづくり

13 24
■
後
期
基
本
計
画
を�

�
�

さ
ら
に
詳
し
く

　

桜
川
市
第
２
次
総
合
計
画 

後

期
基
本
計
画
と
概
要
版
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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年長さんご紹介

✿ 表　紙

　表紙は、5 月 8 日、大和ホー
スパーク（大国玉地区）で開催
された、第 13 回大

ま ほ ろ ば

和流
や ぶ さ め

鏑馬合
戦を撮影しました。
　新緑のなかを勢いよく駆ける
馬と鋭く的を狙う騎馬武者の選
手の人馬一体の姿は圧巻の一
言。観客からは、大きな歓声が
上がっていました。

新緑を駆ける

【人口】 37,951 人 （ー 32）
【 男 】 18,803 人 （ー 14）
【 女 】 19,148 人 （ー 18）
【世帯】 13,528 世帯（＋ 38）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和４年５月１日現在

✿ 桜川市の人口と世帯

23 さくらがわ　2022.6.1 さくらがわ　2022.6.1



小
お や ま

山　勝
かつのり

則佐
さ え き

伯　栄
えいいち

一仁
に へ い

平　明
あきら

飯
い い だ

田　豊
ゆたか

仙
せ ん ば

波　敏
としまさ

昌

稲
いながわ

川　重
しげゆき

行仁
に へ い

平　正
しょういち

一柳
やなぎだ

田　敏
としゆき

之袖
そでやま

山　嘉
よしひこ

彦小
こばやし

林　正
まさはる

治𠮷
よしはら

原　敏
と し や

八

深
ふ か や

谷　浩
ひろゆき

之櫻
さくらい

井　勲
いさお

木
き し ろ

代　宣
のりゆき

行延
のぶしま

嶋　忠
た だ お

夫岩
いわぶち

渕　勝
まさる

安
あ だ ち

達　太
たいへい

平 芳
よ し い

井　隆
た か お

夫

岡
おかむら

村　武
た け お

雄仙
せ ん ば

波　忍
しのぶ

池
い け だ

田　昇
のぼる

高高
たかまつたかまつ

松松　　弘弘
ひろゆきひろゆき

行行塚
つかはら

原　真
しんいち

一後
ご と う

藤　通
み ち お

男 大
おおつか

塚　明
あきら

大
お お わ だ

和田千
ち か い

穂大
おおつか

塚　進
すすむ

鈴
す ず き

木　守
まもる

渡
わたなべ

辺　均
ひとし

入
い り え

江　信
しんいち

一 吉
よしわら

原　公
こういち

一酒
さ か い

井　英
ひであき

明

①�入野
②�入野新田、南飯田、
間中

①�亀岡
②�平沢、小塩、福崎、
亀岡

①�坂本
②�池亀、山口、坂本、
大月

①�本木
②�本木

①�東飯田
②�大曽根、東飯田

①�阿部田
②�阿部田、羽田

①�大国玉
②�木崎、中丸木、宮

①�金敷
②�福泉、前原、金敷

①�高久
②�高久

①�青木
②�高森、青木

①�真壁町伊佐々
②�真壁、川原町、古城、
山尾、田、伊佐々

①�真壁町飯塚
②�飯塚、亀熊

①�真壁町塙世
②�塙世、源法寺

①�真壁町羽鳥
②�羽鳥、東山田

①�真壁町椎尾
②�椎尾、酒寄

①�真壁町下谷貝
②�細芝、下谷貝

①�真壁町上谷貝
②�上谷貝

①�真壁町大塚新田
②�東矢貝、大塚新田

①�真壁町白井
②�桜井、白井

①�真壁町長岡
②�長岡、原方

①�真壁町下小幡
②�下小幡、上小幡

①�長方
②�長方、中泉

①�中泉
②�上野原地新田、� �
下泉、本郷

①�西飯岡
②�堤上、西飯岡

①�大泉
②�大泉、飯渕、久原

①�中里
②�富谷、中里、� �
入野本田

①�門毛
②�門毛

①�西小塙
②�西小塙、磯部、稲

①�高幡
②�加茂部、高幡、松田、
羽黒駅前、東友部

①�猿田
②�今泉、木植、猿田、
曽根

①�西小塙
②�西友部、稲荷橋、� �
上城、水戸、青柳

①�岩瀬
②�岩瀬、御領、� �
明日香、桜川、� �
富士見台、富岡、� �
鍬田

①�犬田
②�犬田

佐
さ と う

藤　義
よしかず

一

新たな農業委員 18 名・
農地利用最適化推進委員 33 名が決定

小
こま つ ざ き

松﨑弘
ひろみつ

光鈴
す ず き

木　隆
たかし

小
こばやし

林　潤
じゅん

榎
えのきど

戸　徳
のりあき

仁 酒
さかより

寄　一
いちろう

郎 須
す と う

藤　透
とおる

青
あおやぎ

柳　栄
さかえ

小
こばやし

林　祥
よ し み

美

酒
さ か い

井　孫
まごいち

一

羽
は の し ま

野島幸
ゆ き お

雄

深
ふ か や

谷　孝
たかし

菱
ひしぬま

沼　良
よしゆき

之

大
お お わ だ

和田　清
きよし

深
ふ か や

谷加
か つ こ

津子北
きたじま

島　勝
かつのり

規

廣
ひろさわ

澤　貴
た か こ

子

町
ま ち い

井　幸
こうぞう

藏雨
あまがい

谷　勝
かつとし

利

①�青木
②�福泉、前原、金敷、
高森、青木

①�真壁町桜井
②�桜井、白井、長岡、
原方、下小幡、� �
上小幡

①�友部
②��加茂部、高幡、松田、
羽黒駅前、東友部、
今泉、木植、猿田、
曽根

①�友部
②�西小塙、磯部、稲、��
西友部、稲荷橋、� �
上城、水戸、青柳

①�中泉
②�長方、中泉、� �
上野原地新田、� �
下泉、本郷

①�真壁町東矢貝
②�細芝、下谷貝、� �
上谷貝、東矢貝、� �
大塚新田

①�堤上
②�大泉、飯渕、久原

①�富谷
②�富谷、中里、� �
入野本田、門毛、� �
入野新田、南飯田、
間中

①�鍬田
②�岩瀬、御領、� �
明日香、桜川、� �
富士見台、富岡、� �
鍬田、犬田

①�平沢
②�平沢、小塩、福崎、
亀岡、池亀、山口、
坂本、大月

①�東飯田
②�本木、阿部田、� �
羽田

①�大国玉
②�木崎、中丸木、宮

①�真壁町源法寺
②��飯塚、亀熊、塙世、
源法寺

①�真壁町酒寄
②��真壁、川原町、古城、
山尾、田、伊佐々、
羽鳥、東山田、椎尾、
酒寄

①�真壁町亀熊
②�　　―

①�大曽根
②�大曽根、東飯田

①�堤上
②�堤上、西飯岡

①�高森
②�高久

会　　長会長職務代理者

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
任
期
満
了
（
令
和
４

年
３
月
31
日
）
に
よ
り
、
新
た
な

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
農
業
委
員
は
、
３
月
の
議
会

を
経
て
、
４
月
５
日
に
開
か
れ
た

臨
時
総
会
に
お
い
て
、
18
名
が
大

塚
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
33
名
の
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
は
、
須す

と
う藤
透と

お
る

会

長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

こ
れ
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
は

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
連
携
・
協
力
し
、
農
地

法
そ
の
他
の
法
令
に
基
づ
く
審
査

権
限
に
属
す
る
事
項
に
加
え
、
農

地
な
ど
の
利
用
最
適
化
の
推
進
に

一
層
取
り
組
み
ま
す
。

　

任
期
は
、
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
も
に
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
、
事
務
局
が
連
携
し
、

市
内
の
農
地
（
田
・
畑
）
に
対
し

て
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
を
目

的
と
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。

　

市
内
は
、
遊
休
農
地
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
農
地
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

� ■問合先／農業委員会事務局（☎ 58-5111・75-3111 ）

農
業
委
員
の
紹
介

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介

氏
名　

①
住
所　

②
担
当
地
区

氏
名　

①
住
所　

②
担
当
地
区

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
お
知
ら
せ
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（
仮
称
）上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
本
体

工
事
進
捗
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
掘
削
後
の
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
状

況
（
桜
川
工
区
）

（
仮
称
）
上
曽
ト
ン
ネ
ル

�

本
体
工
事
進
捗
状
況
vol.4674m（進捗率34.8%)

石岡市側（起点） 桜川市側（終点）
工区境（市境）

L=1,939m

総延長　L=3,538m

L=1,599m

1,068m（進捗率66.8%)

上曽トンネル掘削進捗状況（5月10日現在）
■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
58-

５

１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

署名した協定書を手にする
大塚市長と古川会長（右）

改修された青木堰

竣工を祝し建立された記念碑の除幕

　

４
月
３
日
、
青
木
堰
（
青
木
地

区
）
で
、
青
木
堰
大
規
模
改
修
工

事
の
竣
工
式
が
大
和
桜
川
維
持
管

理
組
合
（
廣ひ

ろ
さ
わ澤
光こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
組
合
長
）

の
主
催
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
堰
は
、
天
保
４
年
（
１
８

３
３
年
）
に
旧
青
木
村
（
青
木
地

区
）
が
農
業
用
水
不
足
で
水
田
農

業
が
困
難
を
極
め
、
村
の
存
亡
の

危
機
に
、
二に

の
み
や宮
尊そ

ん
と
く徳
に
よ
る
「
青

木
村
仕
法
」
と
い
わ
れ
る
復
興
計

画
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
堰
で
す
。

そ
れ
に
併
せ
て
、
荒
地
開
発
も
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
村
が
復
興
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

青
木
堰
は
、
過
去
に
も
改
修
工

事
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

現
状
は
用
水
堤
防
に
亀
裂
な
ど
が

生
じ
、
水
門
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

水
漏
れ
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、同
組
合
が
要
望
を
行
い
、

茨
城
県
の
農
業
用
河
川
工
作
物
応

急
対
策
事
業
と
し
て
鋼
製
起
伏
堰

（
Ｓ
Ｒ
堰
）
の
改
修
設
置
、
土
砂

吐
き
ゲ
ー
ト
の
補
修
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
、
来
賓
を
は
じ
め

関
係
者
な
ど
約
50
名
が
出
席
。
建

立
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
、
神
事

が
行
わ
れ
、
今
回
の
大
規
模
改
修

工
事
に
よ
る
安
定
的
な
農
業
用
水

の
供
給
と
災
害
の
未
然
防
止
が
祈

念
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
農
業
の
水
利
を
守
る

�

青
木
堰
大
規
模
改
修
工
事
が
竣
工

　

４
月
28
日
、
茨
城
県
行
政
書
士

会
（
古ふ

る
か
わ川

正ま
さ
み美

会
長
）
と
市
と
の

間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協

力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

本
協
定
は
、
大
規
模
災
害
に
よ

り
被
災
し
た
際
に
、
各
種
事
務
手

続
き
の
相
談
窓
口
を
無
料
で
開
設

す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
や
防

災
・
減
災
対
策
へ
の
さ
ら
な
る
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
行
政
書
士
会
は
、
東
日

本
大
震
災
以
降
、
各
自
治
体
と
協

定
締
結
を
進
め
て
お
り
、
桜
川
市

は
県
内
で
29
番
目
の
協
定
締
結
自

治
体
と
な
り
ま
す
。

災
害
に
備
え

　
茨
城
県
行
政
書
士
会
と

�

協
定
を
締
結

■
問
合
先
／
防
災
課
（
☎
58-

５

１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

�
■
問
合
先
／
農
林
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付

桜
川
市
未
来
ク
ラ
ブ
協
同
組
合

（
白は

く
た田
唯た

だ
お雄
理
事
長
）
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
市
の
感

染
症
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
50
万
円
の
寄
付
と
サ
ー
マ

ル
カ
メ
ラ
２
台
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

大塚市長と稲川教育長に目録などを
手渡す桜川市未来クラブ協同組合の
皆さん

真
壁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
谷や

た

べ

田
部
由よ

し
の
り則
会
長
）
か
ら
、

真
壁
地
区
の
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
１
年
生
２
０
２
人
分
の

ノ
ー
ト
の
寄
贈
と
、
真
壁
図
書

館
へ
の
図
書
購
入
費
と
し
て
３

万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

大塚市長と稲川教育長に目録と寄付
金を手渡す真壁ライオンズクラブの
皆さん
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ままちちのの話話題題

さくらがわ　2022.6.17

3月25日～27日

　

つ
く
ば
霞
ケ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
真
壁
休
憩
所
で
、
サ
イ
ク
リ
ス

ト
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

県
と
市
が
協
力
し
、
つ
く
ば
霞
ケ

浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
と
、
そ
の
沿

線
で
あ
る
市
の
魅
力
向
上
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
の
特
産
品
の
お
菓

子
の
配
布
や
真
壁
を
め
ぐ
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催
な
ど
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
は

じ
め
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

雨
引
山
楽
法
寺
で
、
日
本
二
大

鬼
祭
の
１
つ
で
あ
る
マ
ダ
ラ
鬼
神

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
祭
は
、
兵
火
で
寺
が
焼
失
し

た
際
に
、
マ
ダ
ラ
鬼
神
が
大
勢
の

鬼
た
ち
を
指
図
し
7
日
7
夜
で
再

建
し
た
と
い
う
古
事
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
す
。

　

境
内
で
は
、
勢
い
良
く
燃
え
上

が
る
火
を
中
心
に
、
マ
ダ
ラ
鬼
神

と
鬼
た
ち
の
鬼
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
参
詣
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

桜
川
警
察
署
と
桜
川
地
区
交
通

安
全
協
会
、
桜
川
市
交
通
対
策
協

議
会
が
カ
ス
ミ
岩
瀬
店
に
お
越
し

の
方
へ
向
け
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
4
月

6
日
～
15
日
で
実
施
さ
れ
た
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
初
日

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
の
ぼ
り
旗

の
掲
示
、
チ
ラ
シ
や
反
射
材
な
ど

を
配
布
し
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

市
役
所
大
和
庁
舎 

駐
車
場
で

桜
川
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
真
壁
石
材

協
同
組
合
と
羽
黒
石
材
商
工
業
協

同
組
合
が
主
催
し
、
全
国
で
も
有

数
の
み
か
げ
石
や
石
材
製
品
の
産

地
で
あ
る
市
の
石
材
業
の
情
報
を

発
信
し
、
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
石
材
製
品
の
展

示
・
販
売
や
石
工
に
よ
る
制
作
実

演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4月6日

3月26日、27日

4月10日

市
の
石
材
業
を
Ｐ
Ｒ�

�

桜
川
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
が
開
催

日
本
二
大
鬼
祭
の
１
つ�

�

雨
引
山
楽
法
寺
で
マ
ダ
ラ
鬼
神
祭

サ
イ
ク
リ
ス
ト
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト�

�

「
桜
川
市
の
日
」
が
開
催

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初
日�

�

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

交通事故をなくすため交通安全を呼び掛け

石工による石燈籠の制作実演

火を囲み勇壮な舞いをみせるマダラ鬼神と鬼たち

市の特産品で来場者を歓迎



　桜川市では、令和 4年 4 月 1 日現在で 368 人の職員が勤務。市民の皆さまの生活にかかわるさまざまな
仕事に携わっています。これらの市職員の給与などの状況をお知らせします。
　市職員の給与は、地方自治法・地方公務員法に基づき、市の条例・規則により定めています。

■問合先／職員課（☎ 58-5111・75-3111）

■職員の平均年齢、平均給料月額の状況（令和3年 4月 1日現在）

区　分
桜川市 国

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 39.1 歳 288,500 円 43 歳 325,827 円

技能労務職 57.5 歳 295,900 円 50.9 歳 286,947 円

■人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本台帳人口

（令和2年1月1日基準）
歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率B／A （参考）令和元年度

の人件費率

令和２年度 41,440 人 23,052,154 千円 2,285,342 千円 2,739,018 千円 11.9% 15.2%

■職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数（A）
給　　与　　費 一人当たり給与費

B ／ A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

令和２年度 327 人 1,105,364 千円 120,768 千円 442,902 千円 1,669,034 千円 5,104 千円

（注）�１．職員手当は、退職手当を含みません。� �
２．職員数は、令和 2 年 4 月 1 日現在の人数です。また、再任用職員および会計年度任用職員は含みません。

■ラスパイレス指数の状況
令和 3 年 4 月 1 日 令和 2 年 4 月 1 日

指　数 97.8 95.5

（注）�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与標準を 100 とした場
合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

■職員の初任給の状況（令和3年 4月 1日現在）
区　　分 桜川市 国

一般行政職
大学卒 182,200 円 182,200 円

高校卒 150,600 円 150,600 円

■職員の期末手当・勤勉手当の状況（令和2年度）
平均支給額

（１人当たり）
支　給　割　合

加算措置の状況
期末手当 勤勉手当

桜川市 1,354 千円 2.55 月分 1.90 月分 職制上の段階、職務の級等による加算措置・役職加算 5 ～ 20%

国 −　千円 市と同じ 市と同じ 職制上の段階、職務の級等による加算措置・役職加算 5 ～ 20%
・管理職加算 10 ～ 25%

■特別職の報酬等の状況（令和3年 4月 1日現在）

区　　分 月　額
期末手当（令和 2 年度）

支給割合 役職加算

給 

料

市　長 834,000 円

3.35 月分 20%

副市長 644,000 円

報 

酬

議　長 334,000 円

副議長 306,000 円

議　員 293,000 円

桜川市職員の給与などを公表します

　詳細は、市ホーム
ページに掲載してい
ます。
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あなたの力を介護施設で発揮してみませんか？
とてもやりがいのある仕事です！

未経験者も丁寧に教えます。お気軽にお電話ください。

桜川市富岡 203-1
☎0296-75-3221

特別養護老人ホーム　　　さつき荘
◆管理栄養士 ( 正職員 )
◆看護職員 ( 正職員・パート )
◆介護職員 ( 正職員・パート )
◆厨房職員 ( 正職員 ) 

介護老人保健施設　 　 　 さざんか荘
◆介護職員 ( 正職員・パート )
◆厨房職員 ( 正職員・パート ) 桜川市亀岡 992

☎0296-76-2021

◆生活相談員
　（正職員） 

　

市
で
は
、
第
２
次
総
合
計
画

で
、
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ

る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
市
民
の
幸
せ

が
咲
く
ま
ち 

桜
川
」
の
実
現
の

た
め
に
、「
桜
の
里
づ
く
り
支
援

事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

植
樹
や
育
成
、
環
境
整
備
な
ど
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
保
全
を
行
う
行
政

区
や
団
体
に
、
活
動
助
成
金
や
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
な
ど
を
支
給

し
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
る
美
し
い
里

山
の
景
観
を
作
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

vol.27

「
地
域
お
こ
し
」
の
課
外
学
習

�
「
里
山
を
守
る
」

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１　

内
線
１
３
２
１
・１
３
２
２
）

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
咲
く
里
山
を

�

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か

　

４
月
14
日
「
地
域
お
こ
し
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
義
が
市
役
所 

大
和
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
義
は
、
地
域
お
こ
し
の

体
験
学
習
を
通
し
、
参
加
者
が
新

し
い
考
え
に
触
れ
、
視
点
を
広
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
常
磐
大
学
高
校
２
年

生
の
生
徒
35
名
が
参
加
。
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
の
千ち

ば葉
裕ひ

ろ
ゆ
き之
隊

員
が
講
師
を
務
め
「
里
山
保
全
と

地
域
お
こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
里

山
の
講
義
や
、ま
ほ
ろ
ば
公
園（
羽

田
地
区
）
で
環
境
整
備
の
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
里
山
の
手
入
れ
を

す
る
こ
と
の
重
要
性
や
里
山
保
全

の
課
題
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
整
備
体
験
で
は
、

里
山
の
手
入
れ
作
業
が
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
は
篠
刈
り
な
ど
の
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

講
義
に
参
加
し
た
生
徒
は
「
里

山
の
保
全
活
動
を
通
し
て
、
自
然

の
大
切
さ
を
知
っ
た
。
地
域
の
た

め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
こ
れ

か
ら
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

里山の保全活動に取り組む生徒たち

未来の里山を作る植樹

里山に咲く山桜

里山整備への思いを伝える千葉
隊員

　

昨
年
度
は
11
の
行
政
区
や
団
体

か
ら
申
請
が
あ
り
、
市
内
各
地
で

環
境
整
備
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
１
４
５
本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
す
で
に
４
つ
の
団
体

か
ら
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
申
請

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

里
山
の
保
全
は
、
美
し
い
山
桜

が
咲
く
里
山
の
景
観
を
守
る
こ
と

に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
資

源
や
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

桜
川
市
ら
し
い
山
桜
の
咲
く
里

山
の
景
観
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
暮

ら
し
を
守
り
、
持
続
し
て
い
く
た

め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

9 さくらがわ　2022.6.1



Health guide健健康康 ガガイイドド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ ０２９６－７５－３１５９（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

月 (日）
令和4年

日

桜川市御領 1-39
こどもサークル桜川
桜川市御領 1-39
こどもサークル桜川

-☎☎02960296--7373--63646364

動きがぎこちない
発音が不明瞭

例えばこんなことが気になったら…例えばこんなことが気になったら…

細かい作業・全身を動かすことが苦手
名前を呼んでも振り向かない
落ち着きがなく、集中して遊べない

見学・体験受付中！ お気軽にお問い合わせください♪

【営業時間】9:00～18:00【営業時間】9:00～18:00
【営業日】月～土曜、祝日【営業日】月～土曜、祝日

対象児童
小学1年～高校3年生

保護者も参加できるイベントを開催しています♪保護者も参加できるイベントを開催しています♪

ペアレント
カフェ

with 慶応義塾大学
移動

動物園

with ANIMA

子育て
相談会

with 筑波大学

親子体操
教室

with 日本体育大学

サッカー
教室

with 

成長
お子様お子様のの
成長について、について、

誰にも相談で
きず

誰にも相談で
きず

鹿島アントラーズ

悩まれて悩まれて
いませんか？いませんか？

さくらがわ　2022.6.1 さくらがわ　2022.6.1 1011

今年度 21歳、31歳、41歳になる市民の方は
子宮頸がん検診子宮頸がん検診またはまたは乳がん検診が無料で受診できます乳がん検診が無料で受診できます

７

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
中
止
や
延
期

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
が
、
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・�

日
時
／
７
月
15
日
（
金
）
10
時

～
11
時
30
分

・
会
場

▽�

乳
幼
児
相
談
の
方
／
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く

ら
っ
こ
」（
岩
瀬
庁
舎
内
）

▽�

乳
幼
児
相
談
以
外
の
方
／
健
康

推
進
課

親
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
相
談
（
要
予
約
）

　

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
個
別

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・�

日
時
／
７
月
12
日
（
火
）
①
10

時
～
11
時
、
②
11
時
～
12
時

・�

会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

成
人
健
康
診
査

■
住
民
健
診
（
完
全
予
約
制
）

・
対
象
／
20
歳
以
上
の
方

・
日
程

①�

胃
が
ん
な
し
／
７
月
25
日（
月
）

～
29
日
（
金
）、８
月
５
日
（
金
）

②�

胃
が
ん
あ
り
／
８
月
２
日（
火
）

～
４
日
（
木
）、８
月
７
日
（
日
）

～
８
日
（
月
）

・�

会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

内
容
／
特
定
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
、
ユ
ー
ス
健
診
、
各
種

が
ん
検
診

・�

申
込
期
間

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
／
７
月

10
日
（
日
）
20
時
～

◇
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
予
約
／
７
月

11
日
（
月
）
～
13
日
（
水
）
９
時

～
17
時

☎
０
５
７
０‐０
７
７‐１
５
０

　

令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
が
ん
検
診
や

各
種
健
診
の
一
時
中
断
、
受

診
・
通
院
控
え
、
県
境
を
ま

た
ぐ
移
動
の
自
粛
な
ど
か
ら

検
診
受
診
者
、
通
院
者
が
減

少
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

早
期
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
件

数
が
減
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

が
ん
の
診
断
件
数

が
ん
の
診
断
件
数  

��

早
期
の
診
断
が
減
少

早
期
の
診
断
が
減
少

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

７
月
３
日（
日
）
根
本
医
院

真
壁
町
真
壁
２
０
２

☎
０
２
９
６‐55‐０
０
２
７

７
月
10
日（
日
）
つ
く
し
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

☎
０
２
９
６‐20‐７
７
５
５

７
月
17
日（
日
）
吉
原
医
院

明
日
香
２‐31

☎
０
２
９
６‐75‐１
１
７
７

７
月
18
日（
月
）
け
ん
せ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

岩
瀬
２
０
７‐１

☎
０
２
９
６‐71‐８
１
１
１

７
月
24
日（
日
）
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
飯
田
６
５
８

☎
０
２
９
６‐58‐５
０
５
８

７
月
31
日（
日
）
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
国
玉
２
５
１
３‐12

☎
０
２
９
６‐58‐７
７
８
８

※�

密
集
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
延
期
や
中

止
と
な
る
場
合
は
、
対
象
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

日　
　
程

対　
　
象

会　
　
場

５
歳
児
健
康
相
談

７
月
12
日（
火
）
平
成
29
年
７
月
８
日
～
31
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
～
６
か
月
育
児
相
談

７
月
13
日（
水
）
令
和
４
年
２
月
生
～
３
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
児
健
診

７
月
14
日（
木
）
令
和
３
年
６
月
18
日
～
８
月
15
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
歳
児
健
康
相
談

７
月
19
日（
火
）
令
和
２
年
５
月
26
日
生
～
７
月
７
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
診

７
月
20
日（
水
）
平
成
31
年
４
月
17
日
～
令
和
１
年
５
月
23

日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

　検診は、「バス検診」または「医療機関検診」どちらかお選びください。受診には、令和４年度レディー
ス検診助成券が必要になります。該当しない年齢の方も助成券を使用し、お得に検診が受けられますの
で、助成券がお手元にない方は健康推進課までご連絡、もしくは電子申請で申し込みください。

今後、進行がんの発見 
が増えるおそれあり

医療機関検診を希望する方「バス検診」を希望する方
※人間ドック利用の方も併用できます

医療機関を選び病院へ直接予約
検診医療機関は健康カレンダーや市ホーム
ページをご確認ください。

予約期間：�5月23日（月）～ 
希望日の２週間前まで�

3.検診当日　助成券・自己負担金額・保険証を持参し、予約した会場へ

1.対象の検診項目を確認　※年齢によって受けられる検診の種類が異なります。

2.予約申し込み
❶インターネット予約

6月5日（日）20時～

❷コールセンターから予約

☎0570-077-150
6月6日（月）～ 15日（水）
土・日曜日を除く 9 時～ 17 時

健康カレンダーやホームページで 
検診日程を確認

検診期間：�6月1日（水）～ 
令和 5 年2月28日（火）

出典：�公益財団法人日本対がん協会ホームページ  
がん関連 3 学会ワーキンググループとの全国調査結果

0

5000

10000

15000

20000

25000

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん

令和元年（新型コロナウイルス流行前） 令和２年（新型コロナウイルス流行後）

がん診断数の推移

-4.8％

-8.2％
-6.4％-10.2％

-13.4％

がんは早期発見が大切です！  がん検診を受診してください。

その結果…

令和4年度
レディース検診



情報ひろば桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111情報ひろば

リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します
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お
知
ら
せ

６
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）

は
水
道
週
間

ス
ロ
ー
ガ
ン

大
切
な　
水
と
一
緒
に　
暮
ら

す
日
々

　

水
道
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を

高
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
は
、
必
要
不
可
欠
な
生
活

基
盤
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
適
正
な
浄

水
処
理
お
よ
び
塩
素
消
毒
を
徹
底

し
、
安
全
な
水
道
水
を
供
給
し
て

い
ま
す
。

　

水
道
週
間
を
機
会
に
、
水
道
や

水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

出典：日本水道協会

■
問
合
先
／
水
道
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

募

集

成
年
後
見
制
度
市
民
講
演
会

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や

知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど
の
理
由

で
判
断
能
力
が
低
下
し
た
本
人
に

代
わ
り
、
後
見
人
な
ど
が
財
産
の

管
理
や
各
種
契
約
の
手
続
き
を
行

い
、
権
利
の
侵
害
を
防
ぎ
、
本
人

ら
し
い
生
活
を
守
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
成
年
後
見
制
度

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
６
月
18
日
（
土
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
会
場
／
市
役
所 
岩
瀬
庁
舎

■
講
師
／
小こ

も
り森 
弘ひ

ろ
み
ち道
氏
（
茨
城

県
社
会
福
祉
士
会 

事
務
局
長
）

■
定
員
／
50
名

■
申
込
期
限
／
６
月
15
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
高
齢
福
祉

課
（
☎
０
２
９
６‐
73‐

４
５
１
１
直
通
）

●

●

●

●

●

第
１
回
し
あ
わ
せ
教
室

人
生
１
０
０
年
時
代�

�

今
か
ら
始
め
る
脳
活
講
座

　

高
齢
社
会
を
迎
え
、
人
生

１
０
０
年
と
言
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
に
参

加
し
、
明
確
な
健
康
目
標
を
立
て

る
こ
と
で
、
元
気
な
生
活
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
６
月
22
日
（
水
）
10
時

～
11
時
30
分

■
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
生
活
リ
ズ
ム
の
確
認
、

脳
へ
の
刺
激
運
動
（
数
字
を
で
き

る
だ
け
早
く
順
番
に
タ
ッ
チ
す
る

ナ
ン
バ
ー
タ
ッ
チ
な
ど
）

■
講
師
／
健
康
運
動
指
導
士

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
65
歳
以

上
の
方

■
参
加
費
／
無
料

■
定
員
／
40
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
／
６
月
15
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会 

岩
瀬
本
所
（
☎

０
２
９
６‐
76‐１
３
５
７
）、

真
壁
支
所
（
☎
０
２
９
６‐54‐

２
３
６
１
）

●

●

●

●

●

筋
力
あ
っ
ぷ
（
フ
レ
イ
ル
予

防
）
教
室
参
加
者

　

最
近
、
つ
ま
ず
く
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
は
、
筋
力
の
低
下

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
自
宅
で
簡
単

に
で
き
る
体
操
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
教
室
の
前
後
に
は
体
力
測
定

を
す
る
の
で
自
分
の
体
力
を
知
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
健
康
な
体
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
間
／
７
月
～
12
月
（
月
２
回

計
12
回
１
コ
ー
ス
）

■
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
65
歳
以

上
の
方

※�

運
動
制
限
の
あ
る
方
は
対
象
外

■
参
加
費
／
無
料

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間
／
６
月
15
日
（
水
）

～
24
日
（
金
）

■
申
込
方
法
／
桜
川
市
社
会
福
祉

協
議
会 

真
壁
支
所
に
直
接
申
し

込
み

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会 

真
壁
支
所
（
☎

０
２
９
６‐54‐２
３
６
１
）

●

●

●

●

●

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
職
員
採
用
試
験

■
職
種
・
採
用
予
定
人
員
／
消
防

職
・
４
名
程
度

■
受
験
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す

る
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
令
和
５
年

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

■
試
験
日
・
会
場

【
第
一
次
試
験
】

・
試
験
日
／
９
月
18
日
（
日
）

・�

会
場
／
筑
西
広
域
消
防
本
部（
筑

西
市
直
井
１
０
７
６
）

■
試
験
内
容

現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要

　

毎
年
６
月
に
提
出
し
て
い
た
現

況
届
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
提
出
が
必
要
で
す
。

・�

離
婚
協
議
中
に
よ
り
配
偶
者
と

別
居
し
て
い
る
方

・�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

り
、
住
民
票
の
住
所
地
と
異
な

る
市
区
町
村
で
受
給
し
て
い
る

方
・�

そ
の
他
、
市
か
ら
提
出
の
案
内

が
あ
っ
た
方

※�

提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月

中
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
例
給
付
の
支
給
に
係
る�

�
所
得
上
限
限
度
額
が
新
設

■
高
所
得
者
へ
の
特
例
給
付
廃
止

　

令
和
４
年
６
月
分
（
令
和
４
年

10
月
支
給
分
）
か
ら
適
用
と
な
り

ま
す
。

■
児
童
１
人
あ
た
り
の
手
当
月
額

◆
所
得
が
①
未
満
の
場
合

・
３
歳
未
満
／
１
万
５
千
円

・�

３
歳
～
小
学
校
修
了
ま
で
／
第

１
子
・
第
２
子
：
１
万
円
、
第

３
子
以
降
：
１
万
５
千
円

・
中
学
生
／
１
万
円

◆
所
得
が
①
以
上
②
未
満
の
場
合

／
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
５
千

円◆
所
得
が
②
以
上
の
場
合
／
不
支

給
（
資
格
消
滅
）

※�

児
童
手
当
等
が
不
支
給
と
な
っ

た
あ
と
に
所
得
が
②
を
下
回
っ

た
場
合
、
改
め
て
認
定
請
求
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
が
遅
れ
る
と
原
則
、
遅
れ

た
月
分
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
５
６
直

通
）

児
童
手

児
童
手
当当
の
制
度

の
制
度
がが
変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

扶養親族�
などの数

①�所得制限�
限度額�
（万円）

②�所得上限�
限度額�
（万円）

０人 ６２２ ８５８
１人 ６６０ ８９６
２人 ６９８ ９３４
３人 ７３６ ９７２
４人 ７７４ １０１０
５人 ８１２ １０４８

　不法投棄対策は、早期発見、早期対応が重要であ
るため、市民の皆さまからの情報提供が必要です。

・�工事看板が無く、
重機や鉄板が置か
れている

・��早朝、夜間にもか
かわらず重機や深
ダンプが出入りし
ている

・��普段見かけない場所へ深ダンプが出入りしている
・��突然大きな穴が掘られている
・��空き地などの周囲に高い塀が作られた
・��道路が汚れていたり、交通誘導員がいない

などを見かけたら、すぐ通報してください。

深ダンプ
（深枠、デカ箱などと言われています）

　
「
一
時
的
に
資
材
置
場
と
し
て

貸
し
て
ほ
し
い
」「
良
い
土
で
土

地
を
埋
め
立
て
て
あ
げ
ま
す
」
な

ど
の
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
、
安
易

に
同
意
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
廃

棄
物
を
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
無

許
可
で
建
設
残
土
を
埋
め
立
て
ら

れ
た
り
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
責
任
や
処
理
費
用
の

負
担
は
、
行
為
者
だ
け
で
な
く
、

土
地
所
有
者
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
不
法
投

棄
対
策
室
（
☎
58‐５
１
１
１
・

75‐３
１
１
１
代
表
）、
茨
城
県

廃
棄
物
規
制
課
（
☎
０
２
９‐

３
０
１‐３
０
３
5
）

●�

不
法
投
棄
・
野
焼
き
を
見
つ

け
た
ら

不
法
投
棄
１
１
０
番

☎
０
１
２
０‐５
３
６‐３
８
０

�（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

※�

受
付
時
間
外
は
最
寄
り
の
警

察
署
ま
で

あ
な
た
の
土
地
、狙
わ
れ
て
い
る
か
も

このような時には通報を！
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未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を

市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」
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市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
６
月
13
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所 

大
和
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

●

●

●

●

●

納
期
限
／
６
月
30
日（
木
）

市
県
民
税�

１
期

介
護
保
険
料�

２
期（
暫
定
）

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

６
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

・�【
第
一
次
試
験
】
／
教
養
試
験
、

小
論
文
、
体
力
適
性
審
査

※�
第
二
次
試
験
の
案
内
は
、
第
一

次
試
験
合
格
者
に
の
み
通
知

■
受
験
願
書
受
付
期
間
・
方
法

・�

期
間
／
８
月
15
日
（
月
）
～
31

日
（
水
）

・�

方
法
／
受
験
者
本
人
が
直
接
受

験
願
書
を
持
参

※
土
・
日
、
祝
日
の
受
付
は
不
可

■
そ
の
他
／
試
験
日
程
な
ど
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
広
域

消
防
本
部
総
務
課
（
筑
西
市
直
井

１
０
７
６ 

☎
０
２
９
６‐24‐

４
５
５
２
）

●

●

●

●

●

セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策

（
筆
記
）
Ｂ

■
日
時
／
８
月
21
日
（
日
）、
28

日
（
日
）、
９
月
４
日
（
日
）
９

時
～
17
時
（
３
日
間
）

■
会
場
／
茨
城
県
立
筑
西
産
業
技

術
専
門
学
院

■
内
容
／
第
二
種
電
気
工
事
士
筆

記
試
験
の
受
験
対
策

■
定
員
／
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法
／
筑
西
産

業
技
術
専
門
学
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
、
ま
た
は
受
講
申
請
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
（
講
座

名
・
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話

番
号
・
勤
務
先
）
を
記
入
の
う
え
、

84
円
切
手
を
同
封
し
て
郵
送

■
申
込
期
限
／
７
月
11
日
（
月
）

（
必
着
）

■
受
講
料
／
３，
０
４
０
円

■
そ
の
他
／
受
講
決
定
者
に
は
受

講
可
否
を
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で

通
知
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
受
講

料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
電

子
納
付
可
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
立

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

（
〒
３
０
８‐０
８
４
７ 

筑
西
市

玉
戸
１
３
３
６
‐
54 

☎

０
２
９
６‐24‐１
７
１
４
）

税

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

税
は
お
済
み
で
す
か

　

令
和
４
年
度
の
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
納
期
限
は
、
５
月
31
日

で
し
た
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め

る
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
あ
わ

せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
、
滞

納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
県
税
事

務
所 

収
税
第
一
課
・
収
税
第
二

課
（
☎
０
２
９
６
‐
24
‐

９
１
９
０
・９
１
５
７
）

無
料
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

行
政
書
士
に
よ
る
第
２
回
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
６
月
13
日
（
月
）
13
時

30
分
～
15
時

※
13
時
受
付
開
始

■
会
場
／
市
役
所 

真
壁
庁
舎

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）



女性の運転士、６０才以上の運転士（嘱託・パート）も活躍中
未経験の方も歓迎！　【大型二種免許取得支援制度あり】

総務部採用係【詳しくはこちら 】
( 平日   9:00～17:30)

バス運転士大募集！

https://www.kantetsu.co.jp/green-bus/recruit/recruit.html

お問い合わせは 0299ー35ー3303☎
所在地：茨城県下妻市下妻乙 1274
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短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
を
と
り
て
記
念
撮
影 

四
十
三
人
の
大
家
族
な
り

�
萩
原 
き
し
の

陽
だ
ま
り
に
ね
こ
の
背
ま
る
し
や
わ
ら
か
な

風
来
て
水
仙
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と

�

大
関 

登
志
子

見
ら
れ
た
ら
き
っ
と
母
親
に
叱
ら
れ
る
扇
風

機
の
ス
イ
ッ
チ
足
で
止
め
た
こ
と

�

浜
野
和 

操

青
大
将
だ
ら
し
な
く
ひ
な
た
に
伸
び
て
お
り

腹
が
減
っ
た
か
暑
さ
に
負
け
た
か

�

瀧
田 

勇

筋
力
が
衰
え
ぬ
や
う
欠
か
さ
ず
に
ジ
ム
に
行

く
な
り
喜
寿
と
な
り
て
も

�

泉 

三
郎

残
雪
か
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
遠
山
に
雑
木
の

芽
ぶ
き
白
く
ひ
ろ
ご
る

�

広
沢 

日
出
子

鈍に
び

色い
ろ

が
う
す
も
も
色
を
帯
び
て
来
て
加
波
は

目
覚
め
ぬ
啓け

い
ち
つ蟄
の
朝

�

川
崎 

邦
子

仕
舞
湯
に
浸
か
れ
ば
つ
か
の
間
と
ろ
り
と
す

今
日
の
炊か

し

ぎ
を
解
か
れ
し
小さ

よ夜
は

�

渡
辺 

し
な
子

ふ
る
さ
と
の
思
ひ
出
多
き
「
昭
和
の
日
」
桜

祭
り
よ
石
倉
山
は

�

鈴
木 

英
雄

空
に
向
け
枝
伸
ば
し
咲
く
八
重
桜
遠
く
に
戦

の
つ
づ
く
春
の
日

�

久
保 

悦
子

ワ
ル
ツ
舞
ふ
ご
と
く
巧
み
に
指
動
き
清
塚
氏

が
生
む
シ
ョ
パ
ン
の
セ
レ
ナ
ー
デ

�

古
賀 

澄

花
お
わ
り
た
ん
ぽ
ぽ
輝
く
野
辺
に
立
ち
遠
く

戦
火
の
民
を
思
え
り

�
大
久
保 

富
美
江

と
き
な
ら
ぬ
雪
に
か
す
か
に
身
じ
ろ
ぎ
て
桜

は
蕾
の
嘆
き
を
宥な

だ

む

�

雨
谷 
友
子

イ
ン
コ
の
ピ
ー
ち
ゃ
ん
眠
る
あ
た
り
に
ク

ロ
ッ
カ
ス
あ
ま
た
咲
き
出
で
遊
ぶ
か
に
揺
る

�

瀧
井 

幸
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
十
七
本
が
い
っ
せ
い
に
開
い

て
わ
が
庭
た
け
な
わ
の
春

�

石
田 

守
子

夜
の
窓
に
痛
さ
に
堪
え
る
わ
が
顔
が
苦
行
僧

め
く
術
後
三
日
目

�

小
林 

美
瑳
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

青
田
飛
び
交
う
つ
ば
め
は
見
え
ず
ド
ロ
ー
ン

時
代
に
世
は
移
る

�

山
も
み
じ

野
良
で
話
を
し
た
お
ば
さ
ん
が
旬
の
野
菜
を

も
っ
て
く
る

�

花
野 

し
ぐ
れ

山
の
青
さ
と
田
ん
ぼ
の
青
さ
オ
ラ
が
国
さ
の

晴
れ
姿

�

み
ー
ち
ゃ
ん

風
が
出
た
か
ら
お
酒
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〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　TEL：0296-71-6888　担当：益子・宮島
デイサービスセンター　上の原

利用者様見学を募集しております。
お問い合わせください。

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

デイサービス 上の原は
皆様の集いの場 です

障がい者グループホームステップ障がい者グループホームステップ
業務拡大につきスタッフ募集中業務拡大につきスタッフ募集中正　パ

TEL.0296-75-2509上の原学園
担当：杉山・宮田

社会福祉法人
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楽
し
か
っ
た
い
ち
ご
狩
り

楽
し
か
っ
た
い
ち
ご
狩
り

　
初
め
て
の
い
ち
ご
狩
り

に
何
日
も
前
か
ら
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
た
、
く
じ
ら
組

の
お
と
も
だ
ち
。

　
ハ
ウ
ス
に
入
る
と
沢
山

の
い
ち
ご
に
び
っ
く
り
。

「
た
く
さ
ん
食
べ
る
ぞ
」

「
大
き
な
い
ち
ご
見
つ
け

た
」
な
ど
、
ハ
ウ
ス
の
な

か
は
笑
顔
と
元
気
な
声
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
な
か
で

も
、
い
ち
ご
の
話
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　
素
敵
な
思
い
出
が
ま
た

一
つ
増
え
ま
し
た
。

岩瀬認定こども園岩瀬認定こども園
くじらくじら組組

　真壁ジュニオールは、サッカーの技術向上は
もちろんですが、身体を動かすことで体力向上
や神経系の発達も重視して活動しています。
　またチーム活動は、各種大会に参加しながら
協調性を育み、団体行動の重要性を伝えていま
す。ぜひ一度体験に来てください。

■競技／サッカー
■対象／小学１～６年生
■活動場所／真壁運動場・旧真壁小学校グラウ  
ンド
■活動日／毎週水曜日（19 時～ 21 時）
毎週土・日曜日（９時 30 分～ 12 時）
■連絡先／ 櫻

さ く ら い

井（ ☎ ０ ９ ０- ３ ４ ７ ７-
３３７２）
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